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は
じ
め
に

本
稿
は
、『
航
米
日
録
』
に
お
け
る
外
国
地
名
表
記
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ

る
。『
航
米
日
録
』
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
締
結
し
た
日
米
修
好
通
商
条
約

の
批
准
書
交
換
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
正
使
の
新
見
正
興
の
従

者
、
玉
虫
左
太
夫①
（
以
下
、
玉
虫
と
い
う
）
の
記
録
で
あ
る
。
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）

一
月
一
八
日
に
品
川
を
出
港
、
ハ
ワ
イ
経
由
で
太
平
洋
を
横
断
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
大
西
洋
、
喜
望
峰
を
経
て
九
月
二
八
日
に
帰
国
す
る
ま
で
の
見
聞
記
を
八
巻②
に

ま
と
め
た
。
こ
の
万
延
元
年
使
節
団
は
、
副
使
は
村
垣
範
正
、
目
付
小
栗
忠
順
の
二

人
を
加
え
た
三
人
が
首
脳
を
務
め
、
加
え
て
外
国
奉
行
支
配
組
頭
成
瀬
正
典
、
勘
定

組
頭
森
田
岡
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
一
六
人
の
正
使
か
ら
な
り
、
こ
れ
に
正
使
の
従

者
や
召
使
、
医
師
等
を
加
え
た
総
勢
七
七
名
の
大
使
節
団
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の

使
節
団
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
人
々
が
記
し
た
記
録
は
『
万
延
元
年
遣
米
使
節
史
料

集
成
（
全
七
巻
）』（
風
間
書
房
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
は
、
開
国
に
伴
う
西
欧
の
文
物
・
思
想
を
受
け
、

そ
れ
と
の
格
闘
か
ら
今
日
に
至
る
知
的
な
日
本
語
の
生
成
を
な
す
胎
動
期
で
あ
っ

た
。
今
日
の
よ
う
な
正
書
法
が
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
新
奇
な
欧
米
文
化
は
知
識

人
の
漢
語
に
よ
っ
て
日
本
語
に
導
入
さ
れ
た
。『
航
米
日
録
』は
そ
の
試
行
錯
誤
の
時

期
の
資
料
で
あ
り
、
と
り
わ
け
海
外
に
出
て
外
国
人
の
発
音
を
聞
き
取
り
、
ど
の
よ

う
に
書
写
し
た
の
か
、
ま
た
説
明
を
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
か
を
探
る
こ
と
で
当

時
の
言
語
観
と
と
も
に
海
外
に
対
す
る
視
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る③
。
た
と
え
ば

外
国
の
地
名
を
記
す
際
、
交
易
の
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
、
中
国
等
の
書
物
を
参
考
に
す

る
こ
と
も
多
い
が
、
初
め
て
聞
く
地
名
の
場
合
、
お
そ
ら
く
外
国
人
の
発
音
を
聞
き
、

あ
る
い
は
外
国
人
に
よ
る
表
記
を
も
と
に
漢
字
、
片
仮
名
で
書
き
表
し
た
と
解
さ
れ

る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
玉
虫
は
ど
の
よ
う
に
表
記
し
た
の
か
。
こ
う
し
た
観
点

か
ら
『
航
米
日
録
』
の
外
国
地
名
表
記
を
考
え
る
。

一　

調
査
資
料

今
回
用
い
た
の
は
、『
航
米
日
録
』
巻
一
〜
七
で
あ
る
。
な
お
、
調
査
資
料
は
沼
田

次
郎
氏
校
注
の
日
本
思
想
大
系
所
収
の
本
文
を
用
い
、
適
宜
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

本
を
参
照
し
た④
。『
航
米
日
録
』に
現
れ
る
外
国
地
名
は
、漢
字
表
記
が
七
六
種
四
二
二

例
、
片
仮
名
表
記
が
二
二
○
種
三
五
三
例
あ
り
、
次
の
五
つ
に
分
類
で
き
る
。

一　

漢
字
の
み
の
表
記
で
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の　

三
五
種　

一
九
六
例

二　

漢
字
の
み
の
表
記
で
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の　

三
種　

三
例

三　

片
仮
名
の
み
で
表
記　

一
八
一
種　

二
三
六
例

四　
  

漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
あ
る
も
の
で
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の⑤　

七
七

種　

三
五
四
例

五　

  

漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
あ
る
も
の
で
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の　

二
種　

二
例
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以
下
、
こ
の
順
に
従
っ
て
考
察
を
行
う
。
な
お
、
今
回
は
使
用
数
一
例
の
も
の
を
考

察
対
象
か
ら
除
外
し
た⑥
。
次
節
以
降
、
外
国
地
名
の
実
際
の
表
記
を
示
す
場
合
に
は

「　

」
で
、
そ
れ
ら
を
総
括
し
て
示
す
場
合
に
は
〈　

〉
で
表
す
こ
と
に
す
る
（
例
：

「
呱
哇
」「
シ
ヤ
ワ
」
と
〈
ジ
ャ
ワ
〉）。

二　

漢
字
の
み
の
表
記
で
ル
ビ
な
し

ま
ず
、
漢
字
表
記
の
み
さ
れ
る
外
国
地
名
の
一
部
を
五
十
音
順
に
挙
げ
る
と
、
次

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
数
字
は
使
用
数
で
あ
る
。

〈
ア
フ
リ
カ
〉「
亜
弗
利
加
」
一
○
、「
亜
仏
利
加
」
一
、「
阿
弗
利
加
」
三
、〈
イ

ギ
リ
ス
〉「
英
吉
利
国
」
一
「
英
吉
利
」
一
二
、「
英
国
」
八
、「
英
」
四
六
、「
貌

利
太
尼
亜
」
一
、〈
オ
ラ
ン
ダ
〉「
阿
蘭
陀
」
二
、「
和
蘭
陀
」
一
、「
和
蘭
」
四
、

「
蘭
国
」
一
、「
蘭
」
二
一
、〈
中
国
〉「
支
那
」
三
二
、〈
フ
ラ
ン
ス
〉「
仏
蘭
西
」

七
、「
仏
国
」
一
、「
仏
」
三
、〈
マ
カ
オ
〉「
瑪
港
」
一
、「
澳
門
」
一
、〈
ロ
シ

ア
〉「
魯
西
亜
」
三
、「
俄
羅
斯
」
三
、

漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
と
が
含
ま
れ
る
資
料
を
対
象
に
し
た
上
野
（
一
九
八
一
）、

佐
伯
（
一
九
八
七
）
で
は
、
漢
字
表
記
さ
れ
る
外
国
地
名
に
つ
い
て
、
新
奇
の
地
名
等

の
表
記
に
臨
時
的
に
用
い
ら
れ
る
仮
名
表
記
と
は
対
照
的
に
、
対
象
資
料
刊
行
当
時

に
お
い
て
地
名
あ
る
い
は
地
名
表
記
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
漢
字
表
記
に

関
係
す
る
と
指
摘
す
る
。『
航
米
日
録
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
に
お
い
て
も
、こ
れ
ら

の
先
行
研
究
と
同
様
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
う
ち
「
支
那
」
以
外
の
地
名
は

複
数
存
す
る
。
こ
れ
は
〈
中
国
〉
と
の
交
流
は
〈
オ
ラ
ン
ダ
〉
以
上
に
古
く
、
か
つ

漢
字
を
用
い
る
た
め
語
形
が
安
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、〈
オ
ラ
ン
ダ
〉
は
ラ
テ
ン
文

字
表
記
で
あ
る
た
め
、
日
本
式
に
記
述
し
た
結
果
、
異
形
式
が
存
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、「
英
国
」「
蘭
国
」「
仏
国
」
の
よ
う
に
「
○
＋
国
」
と
略
し
た
形
式
が
わ
ず

か
な
が
ら
散
見
さ
れ
る
。「
英
」「
蘭
」「
仏
」
の
形
式
を
佐
伯
（
一
九
八
七
）
は
「
簡

略
表
記
」
と
呼
ぶ⑦
が
、
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
見
聞
記
と
い
う
性
質
上
、

ど
こ
の
国
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
混
同
す
る
恐
れ
が
な
い
地
名
に

お
い
て
省
筆
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
簡
略
表
記
の
あ
る
地
名
は
い
ず
れ
も
頻
用

さ
れ
る
地
名
で
あ
り
、
よ
り
省
略
が
起
き
や
す
か
っ
た
と
い
え
よ
う⑧
。

〈
ロ
シ
ア
〉
は
、「
魯
西
亜
」「
俄
羅
斯
」
の
二
形
式
あ
る
が
、後
者
の
使
用
は
、「
友

人
某
英
書
ニ
基
キ
時
差
ヲ
考
フ
、航
海
ス
ル
者
知
ラ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
（
一
六
九

頁
）」
と
記
し
、
そ
の
後
「
時
ノ
差
」
と
い
う
項
目
内
「
東
経
三
十
度　

シ
ン
ト
ベ
イ

ト
ル
ビ
ユ
ル
ク　

俄
羅
斯
都
府
（
巻
六　

一
六
九
頁
）（
二
重
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
一

重
線
は
底
本
通
り
。
以
下
、
同
じ
）」
と
あ
る
。
三
例
す
べ
て
「
友
人
某
の
英
書
」
を
参

考
に
し
た
と
あ
り
、
沼
田
氏
の
頭
注
に
は
友
人
某
に
つ
い
て
「
同
行
し
た
佐
野
鼎
。

佐
野
の
奉
使
米
行
航
海
日
記
の
七
月
十
一
日
条
に
、「
僕
の
得
た
る
米
版
の
ボ
ウ
デ
ツ

チ
〈
人
名
〉
の
著
せ
る
航
海
書
を
検
す
る
に
そ
の
事
あ
り
、
採
り
て
訳
す
る
左
の
如

し
」
と
記
し
て
掲
げ
る
と
こ
ろ
と
一
致
す
る
（
一
八
一
頁
）」
と
あ
る⑨
。
一
方
、「
魯
西

亜
」
の
例
は
、

○  

廿
九
日　

陰　

未
牌
御
奉
行
等
魯
西
亜
・
英
吉
利
ミ
ン
ス
ト
ル
寓
居
へ
行
ク
。

魯
西
亜
ミ
ン
ス
ト
ル
ニ
テ
酒
菓
ヲ
出
シ
テ
饗
応
ス
、
陪
従
ニ
至
ル
マ
デ
丁
寧

ナ
リ
。（
略
）

晦
日　

陰
、
時
々
小
雨　

滞
留
。
巳
後
魯
西
亜
ミ
ン
ス
ト
ル
来
ル
。（
巻
三　

九
六
頁
）

の
三
例
で
あ
り
、
近
接
し
た
位
置
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
俄
羅
斯
」
の
三
例
も

す
べ
て
同
巻
に
あ
る
。
ゆ
え
に
巻
三
と
巻
六
の
形
式
の
違
い
は
参
考
書
の
違
い
、
あ

る
い
は
参
考
書
を
も
と
に
友
人
の
表
記
を
見
て⑩
形
式
を
変
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
漢
字
の
み
の
表
記
に
関
し
て
は
、
都
市
名
よ
り
国
名
に
多
く
、
か

つ
認
知
度
の
高
い
地
名
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
一
方
、
ル
ビ
の
付
さ

れ
た
漢
字
の
み
の
表
記
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
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三　

漢
字
の
み
の
表
記
で
ル
ビ
あ
り

前
節
と
異
な
り
、
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
以
下
の
三
地
名
で
あ

る
（
ル
ビ
は
底
本
ど
お
り
片
仮
名
で
（　

）
に
示
す
）。

〈
キ
ュ
ー
バ
〉「
古
巴
島
」（
キ
ユ
バ
）
一
、〈
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ナ
ダ
〉「
新
瓦

那
達
」

（
ニ
ー
カ
ラ
ナ
ダ
）
一
、〈
ム
ン
バ
イ
〉「
網
買
」（
ボ
ン
バ
イ
）
一

○ 

十
三
日　

晴
、
北
東
風　
（
中
略
）
未
牌
右
ニ
当
リ
五
六
里
隔
テ
一
大
島
ヲ
見

ル
、
是
乃
チ
古キ

ユ
バ巴

島
ナ
リ
。

　

  

按
ニ
此
島
ハ
西
印
度
群
島
中
最
大
島
ニ
シ
テ
、
伊
斯
巴
尼
亜
ノ
所
領
ナ
リ
。

（
巻
三　

八
四
頁
）

○
風
俗
（
題
目
）

　

  （
中
略
）
色
少
シ
ク
黒
ク
、
丈
ケ
高
ク
、
衣
服
尤
美
ニ
シ
テ
至
テ
威
壮
ニ
見
ユ
。

是
印
度
中
網ボ

ン

買バ
イ

ノ
者
ニ
テ
、

当
時
英
属
故
、
其
処
ノ
官
吏
等
、
此
処
ニ
テ
役
ス
ル
ナ
リ
ト
云
フ
。（
巻
七　

二
一
六
頁
）

右
に
挙
げ
た
と
お
り
、〈
キ
ュ
ー
バ
〉
は
本
文
内
に
あ
る
が
、
そ
の
後
文
は
島
の
大

き
さ
、
所
領
地
等
に
関
す
る
記
載
で
あ
り
、
参
考
書
で
確
か
め
、
ま
と
め
た
と
考
え

ら
れ
る
。〈
ム
ン
バ
イ
〉
も
本
文
と
は
別
に
ま
と
め
た
項
目
内
に
あ
り
、参
考
書
を
も

と
に
書
写
さ
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。ゆ
え
に
、こ
の
二
種
は
玉
虫
に
と
っ

て
未
知
、
あ
る
い
は
精
通
し
な
い
地
名
で
あ
る
た
め
、
ル
ビ
を
付
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。〈

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ナ
ダ
〉
は
、ル
ビ
あ
り
の
表
記
以
外
に
二
例
存
す
る
。
表
記
の
違
い

は
「

」「
剌
」
の
一
字
で
あ
る
。

○ 

四
日　

晴
、東
風　

今
朝
ニ
至
リ
東
北
ノ
中
心
ニ
向
フ
。
暁
丑
牌
驟
雨
来
リ
、

卯
牌
ニ
至
リ
忽
チ
快
晴
ス
。
辰
後
船
ノ
左
方
ニ
群
山
連
々
見
ユ
。
遠
キ
ハ
数

十
里
近
キ
ハ
三
四
里
、
樹
木
繁
茂
シ
、
其
間
小
島
点
々
見
ユ
、
皆
岩
石
ナ
リ
。

此
辺
ハ
新ニ

ー

瓦カ

ラ

那ナ

達ダ

領
ヒ
ツ
セ
ル
ト
云
フ
処
ニ
シ
テ
、
此
ヨ
リ
少
シ
ク
北
方

ニ
向
ヘ
一
岬
ア
リ
、
其
名
ヲ
問
ハ
ズ
。（
巻
二　

七
一
頁
）

○
貨
幣
（
表
題
）

　

  

貨
幣
ハ
新
瓦
剌
那
達
ニ
テ
鋳
造
セ
シ
ヲ
用
ユ
レ
ド
モ
、
船
舶
輻
湊
ノ
処
故
、

諸
国
ノ
貨
幣
ヲ
用
ユ
ル
ト
云
フ
。 

（
巻
三　

七
七
頁
）

ル
ビ
の
な
い
箇
所
は
い
ず
れ
も
本
文
と
は
別
立
て
の
項
目
で
あ
る
。ル
ビ
あ
り
の「
此

辺
ハ
新
瓦

那
達
領
ヒ
ツ
セ
ル
ト
云
フ
処
ニ
シ
テ
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

図
や
参
考
書
、
外
国
人
船
員
と
の
会
話
か
ら
こ
の
地
が
〈
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ナ
ダ
〉
で
あ

る
と
知
り
、
記
述
し
た
と
推
測
で
き
る
。
よ
っ
て
、〈
キ
ュ
ー
バ
〉〈
ム
ン
バ
イ
〉
同

様
、〈
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ナ
ダ
〉
に
お
い
て
も
精
通
し
な
い
地
名
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。

な
お
字
体
の
違
い
は
字
画
が
多
く
、音
を
優
先
し
た
省
筆
で
あ
ろ
う
。「
剌
」
は
〈
ア

ラ
ビ
ア
〉
に
も
用
い
ら
れ
る
。
ル
ビ
に
関
し
て
は
六
節
で
再
度
取
り
あ
げ
る
。

四　

片
仮
名
の
み
で
表
記

一
方
、
片
仮
名
の
み
の
表
記
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
片
仮
名
の
み
で
表
記
さ
れ
て

い
る
地
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
〉「
カ
ン
ブ
レ
イ
ジ
」
一
、「
カ
ン
ブ
レ
イ
シ
」
一
、〈
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
〉「
ス
エ
イ
テ
ン
」
一
、〈
デ
ン
マ
ー
ク
〉「
テ
イ
ネ
マ
ル
カ
」
二
、〈
ナ
イ

ア
ガ
ラ
〉「
ナ
イ
ア
キ
ラ
」
七
、〈
ノ
ル
ウ
ェ
ー
〉「
ノ
ル
ワ
ー
イ
」
一
、〈
パ
リ
〉

「
パ
レ
イ
ス
」
三
、〈
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
〉「
フ
ツ
ク
レ
エ
ン
」
二
、「
フ
ソ
ロ
ク
ケ

レ
エ
ン
」
一
、〈
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
〉「
ベ
ン
セ
ル
ウ
エ
ニ
ヤ
」
一
、「
ヘ
ン
セ
ル

ハ
ニ
ー
」
一
、

前
節
の
漢
字
の
み
の
表
記
と
は
異
な
り
、
国
名
が
少
な
い
（〈
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
〉、〈
デ

ン
マ
ー
ク
〉、〈
ノ
ル
ウ
ェ
ー
〉
の
北
欧
三
国
の
み
）。
こ
れ
ら
三
国
と
は
交
流
が
盛
ん
で
は

な
か
っ
た
た
め
、
訳
書
や
参
考
書
等
の
表
記
を
見
て
仮
名
を
当
て
た
も
の
か
。
出
現
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箇
所
は
い
ず
れ
も
「
方
針
ノ
差⑪
」
と
い
う
項
目
内
で
、
友
人
佐
野
鼎
の
持
つ
英
書
を

も
と
に
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
少
し
長
い
が
引
用
す
る
（
引
用
は
一
部
）。

○  
和
蘭
陀
海
岸
ニ
テ
ハ
一
点
四
分
ノ
三
ヨ
リ
二
点
西
ヲ
建
ス
。カ
テ
ゲ
ツ
ト〈
テ

イ
ネ
マ
ル
カ
・
ス
エ
イ
テ
ン
ノ
内
海
中
ニ
ア
リ
〉
及
ビ
サ
ウ
ン
ト
〈
テ
イ
ネ

マ
ル
カ
ノ
北
方
ノ
海
岸
〉
ニ
於
テ
ハ
凡
一
点
半
西
ス
、
ハ
ル
テ
ー
キ
海
〈
ノ

ル
ワ
ー
イ
ト
テ
イ
ネ
マ
ル
カ
ト
ノ
間
ヲ
云
〉
ノ
西
部
ニ
於
テ
ハ
凡
一
点
四
分

ノ
一
西
ス
。
ヒ
ン
ラ
ン
ト
〈
俄
羅
斯
ノ
都
府
ニ
入
ン
ト
ス
ル
内
海
ヲ
云
〉
海

口
ニ
テ
ハ
一
点
西
シ
、
ビ
ス
ケ
〈
仏
蘭
西
ノ
西
海
伊
斯
波
尼
亜
ノ
北
海
〉
海

ニ
於
テ
ハ
二
点
四
分
ノ
一
西
ス
。
ケ
イ
フ
フ
イ
ン
セ
ン
ト
〈
ホ
ル
ト
カ
ル
ノ

西
南
岬
〉
ノ
地
方
ニ
テ
ハ
二
点
西
ス
。
地
中
海
ニ
於
テ
ハ
一
点
ヨ
リ
一
点
四

分
ノ
三
西
ス
。
ケ
ー
フ
ヘ
ル
ト
〈
亜
弗
利
加
洲
ノ
西
海
ニ
ア
リ
〉
島
ニ
テ
ハ

一
点
半
西
ス
。夫
レ
ヨ
リ
阿
弗
利
加
洲
ノ
西
岸
喜
望
峰
ノ
方
ニ
至
ル
ニ
従
テ
、

其
差
増
生
シ
テ
二
点
西
ス
。（
巻
六　

一
八
三
頁
）

右
記
の
よ
う
に
こ
の
項
は
地
名
が
頻
出
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
当
時
認
知
度
が
高

い
国
は
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
片
仮
名
表
記
の
国
名
は
初
め
て
見
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
訳
書
の
ス
ペ
ル
か
ら
仮
名
へ
置
き
換
え
た
苦
心
が
読
み
と
れ
る
。
た

と
え
ば
、〈
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
〉
はN

ew
 O

rlean
s

「
ニ
ウ
ヲ
ル
レ
ン
ス
」
と
表
記

さ
れ
る
。O

rlean
s

を
英
語
読
み
す
れ
ば
現
在
の
「
オ
リ
ン
ズ
」
と
い
う
表
記
に
な

る
が
、「
ヲ
ル
レ
ン
ス
」
と
す
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
オ
ラ
ン
ダ
語
読
み
を
し
た
結
果

と
み
ら
れ
る
。
こ
の
可
能
性
は
〈
ニ
カ
ラ
グ
ア
〉 N

icaragu
a

を
「
ナ
イ
カ
ラ
キ
ユ

ア
」、〈
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
〉C

h
arleston

を
「
カ
ル
レ
ス
ト
ン
」
と
書
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
地
名
以
外
に
も
こ
の
特
徴
は
散
見
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
通
貨
の
単
位
〈
ド
ル
〉
で
は
、

○ 

十
九
日　

晴　
（
中
略
）
又
浴
湯
ハ
総
計
四
桶
ニ
テ
、
一
桶
一
ド
ル
ラ
ル
ニ
当

ル
ト
云
フ
、
又
四
桶
ニ
テ
五
ド
ル
ラ
ル
ト
モ
云
フ
。（
巻
一　

三
二
頁
）

は
英
語
のdoller

の
こ
と
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
読
み
で
表
記
し
て
い
る⑫
。
こ
の
時

期
、
日
本
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
英
語
へ
の
転
換
期
に
あ
た
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
表
記

が
目
立
つ
。
外
国
地
名
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
玉
虫
は
馴
染
み
の
な
い

片
仮
名
語
（
人
名
、
単
位
、
地
名
等
）
に
は
傍
線
を
付
し
て
お
り
、
多
く
の
参
考
書
を

用
い
て
記
録
し
た
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
多
く
が
オ
ラ
ン
ダ
語
読
み
で
表
記
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
英
語
に
慣
れ
て
く
る
と
、
英
語
読
み
し
た
表
記
も
散
見
さ
れ
る
。

〈
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
〉E

ast R
iver

を
「
イ
ー
ス
テ
リ
ハ
ー
」、〈
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
〉

B
road

w
ay

を
「
フ
ロ
ー
ト
ウ
エ
イ
」
と
英
語
読
み
の
地
名
も
登
場
す
る
。
玉
虫
は

当
初
〈
ア
メ
リ
カ
人
〉
を
「
米
夷
」「
夷
人
」
と
記
し
、侮
蔑
し
て
い
た
。
し
か
し
旅

を
共
に
す
る
に
従
い
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
、
高
く
評
価
す
る
よ
う
に

な
る
。
こ
う
し
た
気
持
ち
の
変
化
が
外
来
語
・
外
国
地
名
表
記
に
も
反
映
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
主
だ
っ
た
都
市
や
、
ア
メ
リ
カ
で
滞
在
し
た

地
域
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
現
れ
た
用
例
を
見
る
限
り
、
古
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
る
地
名
に
は
伝
統
的
に
漢
字
表
記
を
用
い
る
の
に
対
し
、
新
奇
の
地
名
に
関
し

て
は
臨
時
的
に
片
仮
名
表
記
を
用
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
す
る
上
野

（
一
九
八
一
）
深
澤
（
二
○
○
三
）
と
一
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
佐
伯
（
一
九
八
七
）

も
一
回
性
の
外
国
地
名
を
漢
字
で
は
な
く
仮
名
で
表
記
す
る
と
述
べ
る
と
お
り⑬
、『
航

米
日
録
』
に
お
い
て
も
認
知
度
の
高
い
地
名
は
漢
字
、
も
し
く
は
漢
字
・
片
仮
名
の

両
表
記
で
記
す
の
に
対
し
、
片
仮
名
の
み
の
地
名
は
認
知
度
の
低
く
、
ま
た
国
名
よ

り
都
市
名
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
漢
字
の
み
、
あ
る
い
は
片
仮
名
の
み
で
表
記
さ
れ
る
外
国
地
名
が
認

知
度
の
高
低
に
よ
る
点
は
先
行
研
究
と
同
様
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
漢
字
・
片

仮
名
両
表
記
あ
る
地
名
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
書
き
分
け
て
い

る
の
か
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
次
節
以
降
で
は
漢
字
・
片
仮
名
両
表
記

の
外
国
地
名
を
見
て
い
く
。
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五　

漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
で
ル
ビ
な
し

漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
が
行
わ
れ
る
地
名
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

〈
ア
ラ
ビ
ア
〉「
亜
剌
比
亜
」
五
、「
ア
ラ
ビ
ヤ
」
一
、「
ア
ラ
ヒ
ヤ
」
一
、〈
ア
メ

リ
カ⑭
〉「
亜
墨
利
加
」「
亜
米
利
加
」「
花
旗
国
」「
花
旗
」「
米
利
堅
」「
米
」「
合

衆
国
」「
ア
メ
リ
カ
」「
ウ
エ
ナ
イ
ト
ス
テ
ー
ト
」、〈
イ
ス
パ
ニ
ア
〉「
伊
斯
巴
尼

亜
」
三
、「
伊
斯
波
尼
亜
」
一
、「
イ
ス
ハ
ニ
ヤ
」
一
、「
バ
ニ
ヤ
」
一
、〈
イ
ン

ド
〉「
印
度
」
五
、「
ヒ
ン
ト
ス
タ
ン
」
一
、〈
オ
ア
フ
島
〉「
阿
呱
浦
島
」
一
、

「
ヲ
ア
ホ
」
四
、「
オ
ア
ホ
」
三
、〈
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〉「
豪
斯
多
辣
里
」
一
、

「
豪
斯
太
里
」
一
、「
ア
ラ
ス
タ
ラ
リ
ー
」
一
、〈
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
〉「
加
利
福

厄
亜
」
三
、「
カ
ヲ
ホ
ル
ニ
ヤ
」
一
、「
カ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ
」
一
、〈
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

島
〉「
散
土
微
斯
島
」
二
、「
サ
ン
ト
ウ
ヰ
ス
島
」
五
、「
サ
ン
ト
ヰ
ツ
島
」
二
、

「
サ
ン
ト
ヰ
ス
島
」
一
、〈
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〉「
新
約
克
」
三
、「
新
約
」
一
、「
ネ
ー

ヨ
ル
ク
」
七
、「
ニ
ー
ヨ
ル
ク
」
一
、〈
パ
ナ
マ
〉「
把
納
麻
」
一
、「
巴
納
麻
」

三
、「
巴
那
麻
」
一
、「
パ
ナ
マ
」
十
一
、「
ハ
ナ
マ
」
二
、〈
ポ
ル
ト
ガ
ル
〉「
葡

萄
牙
」
十
一
、「
葡
」
一
、「
蒲
国
」
一
、「
ホ
ル
ト
カ
ル
」
一
、〈
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
〉「
非
臘
特
爾
非
亜
」
二
、「
フ
ユ
テ
ル
ヒ
ヤ
」
二
、「
フ
ル
ト
ル
ヒ
ヤ
」

四
、「
フ
ユ
ル
ヒ
ヤ
」
二
、〈
ロ
ン
ド
ン
〉「
竜
動
」
四
、「
ロ
ン
ド
ン
」
四
、「
ロ

ン
ト
ン
」
一
、〈
ワ
シ
ン
ト
ン
〉「
華
盛
頓
」
十
七
、「
花
盛
頓
」
二
十
六
、「
ワ

シ
ン
ト
ン
」
三

漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
を
概
観
す
る
と
、
五
つ
の
特
徴
が
見
え
て
く
る
。

ま
ず
、
漢
字
は
特
立
し
た
表
題
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
片
仮
名

は
本
文
に
多
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
漢
字
表
記
は
片
仮
名
表
記
に
比
べ
改
ま
り
度

が
高
い
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

〈
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
島
〉

○
散
土
微
斯
島
（
表
題
）

　

  

サ
ン
ト
ウ
ヰ
ス
諸
島
ハ
豪
斯
多
辣
里
洲
中
ニ
ア
リ
ト
云
ヘ
、
又
東
洋
群
島
中

ト
モ
云
フ
。
未
ダ
其
是
非
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
。（
巻
一　

三
五
頁
）

〈
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〉

○
新
約
形
勢
（
表
題
）

　

  

新
約
克
港
ハ
一
都
府
ニ
シ
テ
、
海
門
南
ニ
向
ヒ
、
東
ニ
ロ
ン
ク
ア
イ
ラ
ン
ト

〈
島
名
〉
ア
リ
、
西
ニ
サ
ン
テ
ホ
ツ
ク
ア
リ
。（
巻
五　

一
三
九
頁
）

○  

四
日
晴　

滞
留
。
午
後
市
中
ヲ
徘
徊
ス
。
昨
日
ト
路
ヲ
同
フ
ス
。
市
店
ノ
巨

大
都
テ
我
国
ノ
大
寺
院
ノ
如
ク
、目
ニ
見
ル
ト
雖
モ
其
委
曲
ヲ
尽
ス
能
ハ
ズ
。

（
中
略
）
午
後
御
奉
行
等
セ
ン
テ
ラ
ル
パ
ー
ク
ト
云
フ
処
ニ
行
ク
、
此
処
ハ

ネ
ー
ヨ
ル
ク
市
街
ノ
中
央
ニ
ア
リ
テ
庭
園
ヲ
営
造
ス
、
風
景
ア
リ
テ
頗
ル
奇

ナ
リ
、
当
今
営
造
ノ
半
ニ
シ
テ
、
大
抵
千
万
ト
ル
ラ
ル
ノ
費
ア
ル
ト
云
フ
。

（
巻
五　

一
三
五
〜
一
三
六
頁
）

と
あ
る
と
お
り
、
全
体
を
通
し
て
表
題
の
題
目
（
表
題
内
は
漢
字
表
記
も
あ
り
）
は
漢

字
表
記
、日
記
本
文
は
片
仮
名
表
記
と
い
う
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
中
国
の
参
考
書
の
影
響
や
、日
記
本
文
と
は
別
立
て
の
解
説
（
補
説
）
と
い
う

書
き
分
け
の
意
識
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
西
洋
を
写
そ
う
と
し
た

玉
虫
の
意
図
が
う
か
が
え
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
漢
字
を
簡
略
化
す
る
傾
向
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、〈
ア
メ
リ
カ
〉

の
「
亜
墨
利
加
」「
亜
米
利
加
」、〈
パ
ナ
マ
〉
の
「
把
納
麻
」「
巴
納
麻
」、〈
ワ
シ
ン

ト
ン
〉
の
「
華
盛
頓
」「
花
盛
頓
」
等
が
当
た
る
。〈
ア
メ
リ
カ
〉
は
「
墨
」
が
最
初

に
登
場
す
る
が
（
巻
一
・
二
）、「
米
」
が
巻
二
以
降
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
〈
メ
キ
シ

コ
〉
の
「
墨
西
哥
」
と
略
し
た
場
合
に
混
同
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、〈
ア
メ
リ
カ
〉

に
は
「
米
利
堅
」
や
簡
略
表
記
「
米
国
」「
米
」
が
用
い
ら
れ
る
た
め
「
墨
」
か
ら

「
米
」
へ
と
交
替
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
〈
メ
キ
シ
コ
〉
の
出
現
は
少
な
く
、

混
同
が
理
由
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
当
該
資
料
は
ア
メ
リ
カ
渡
航
記
で
あ
り
、

〈
ア
メ
リ
カ
〉
が
頻
出
す
る
た
め
、「
墨
」
で
は
な
く
字
画
の
少
な
い
「
米
」
を
選
択
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し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
他
の
例
で
は
、

○
把
納
麻
（
題
目
）

　

   此
巴
納
麻
ハ
北
亜
米
利
加
ト
南
亜
米
利
加
ト
結
合
セ
ル
有
名
ノ
咽
喉
ナ
リ
。

独
立
新
瓦
剌
那
達
ニ
属
シ
テ
一
国
ヲ
ナ
ス
。
此
辺
総
称
シ
テ
中
亜
米
利
加
ト

云
フ
。（
中
略
）
サ
テ
パ
ナ
マ
ヨ
リ
ア
ス
ベ
ン
ワ
ル
迠
僅
ニ
四
十
七
里
余
〈
我

国
十
九
里
余
ナ
リ
〉、（
巻
三　

七
四
〜
七
五
頁
）

と
あ
る
。〈
パ
ナ
マ
〉
の
題
目
は
「
把
」
で
あ
る
の
に
対
し
、説
明
文
で
は
手
偏
を
落

と
し
、
そ
の
後
片
仮
名
表
記
と
な
る
。
ま
た
〈
ワ
シ
ン
ト
ン
〉
は
字
体
を
簡
略
化
す

る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
地
名
は
い
ず
れ
も
頻
出
す
る
た
め
、
書
記
の
簡
便
化
を
は
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
は
簡
略
表
記
に
通
じ
る
。

第
三
に
日
本
語
に
無
い
表
記
に
関
す
る
工
夫
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
に
は
〈
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
〉
や
〈
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
〉、〈
サ
ン
タ
フ
ェ
〉、〈
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
〉、

〈
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〉等
の
拗
音
に
決
ま
っ
た
表
記
が
な
い
。
前
二
つ
の
ハ
行
音
を
玉
虫

は
「
カ
ヲ
ホ
ル
ニ
ヤ
」、「
カ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ
」、「
フ
ユ
テ
ル
ヒ
ヤ
」
と
原
音
に
近
似
し

た
ハ
行
音
を
当
て
、「
サ
ン
タ
ヘ
イ
」
は
母
音
を
連
ね
る
工
夫
を
施
し
て
い
る
。〈
カ

ム
チ
ャ
ッ
カ
〉
は
「
カ
モ
サ
ツ
カ
」
と
記
す
。
チ
ャ
は
歯
茎
硬
口
蓋
破
擦
音
、
サ
は

歯
茎
摩
擦
音
で
ど
ち
ら
も
舌
先
と
歯
茎
間
の
空
間
を
摩
擦
し
な
が
ら
発
音
す
る
。

チ
ャ
と
サ
の
音
価
の
似
か
よ
り
、
ま
た
前
後
音
の
影
響
で
破
裂
性
の
弱
ま
り
に
よ
り

近
似
し
た
「
サ
」
を
当
て
た
の
だ
ろ
う
。
表
記
の
工
夫
に
つ
い
て
は
六
節
で
再
度
述

べ
る
。

第
四
の
特
徴
は
濁
音
・
半
濁
音
表
記
に
つ
い
て
で
あ
る
。〈
ロ
ン
ド
ン
〉
を
「
ロ
ン

ド
ン
」「
ロ
ン
ト
ン
」、〈
ボ
ス
ト
ン
〉
を
「
ポ
ス
ト
ン
」「
ホ
ス
ト
ン
」、〈
ア
ラ
ビ
ア
〉

「
ア
ラ
ビ
ヤ
」「
ア
ラ
ヒ
ヤ
」
と
濁
点
の
抜
け
、
濁
点
箇
所
を
半
濁
点
に
す
る
等
、
出

現
箇
所
が
近
い
場
合
で
も
表
記
の
不
統
一
が
目
立
つ
。
漢
字
表
記
に
お
い
て
も
〈
バ

タ
ビ
ア
〉「
秡
答

亜
」「
抜
答

亜
」
の
よ
う
に
偏
の
異
な
る
表
記
が
多
く
見
ら
れ

る
。
片
仮
名
表
記
の
場
合
、〈
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
〉「
フ
ユ
テ
ル
ヒ
ヤ
」「
フ
ユ
ト
ル

ヒ
ヤ
」「
フ
ユ
ル
ヒ
ヤ
」
の
よ
う
に
近
接
し
た
箇
所
で
も
異
形
式
が
多
い
。
当
時
、濁

音
表
記
は
一
定
せ
ず
、
清
濁
の
概
念
は
薄
か
っ
た
と
い
う
事
情
は
あ
る
が
、
観
察
眼

鋭
く
、
詳
細
な
記
述
を
行
う
玉
虫
に
お
い
て
も
外
国
地
名
表
記
に
関
し
て
は
駁
雑
な

点
が
見
受
け
ら
れ
る
。

最
後
に
〈
ア
メ
リ
カ
〉
の
表
記
で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
本
資
料
は
ア
メ
リ

カ
見
聞
記
で
あ
り
、
登
場
す
る
地
名
に
お
い
て
使
用
数
、
異
形
式
と
も
に
〈
ア
メ
リ

カ
〉
が
も
っ
と
も
多
い
。【
表
1
】
に
〈
ア
メ
リ
カ
〉
の
形
式
と
出
現
数
を
示
す
。
空

欄
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

〈
表
１
：「
ア
メ
リ
カ
」
の
表
記
〉

巻
一
巻
二
巻
三
巻
四
巻
五
巻
六
巻
七

計

米
利
堅
国

1

1

米
利
堅

1

1

2

花
旗
国

3

2

8

5

12

6

14

50

花
旗

7

7

4

2

2

3

4

29

米
国
⑮

0

米

2

1

3

3

9

亜
墨
利
加

1

1

2

亜
米
利
加

1

5

1

5

12

亜

2

2

合
衆
国

1

3

2

8

14

ア
メ
リ
カ

2

2

ウ
エ
ナ
イ
ト
ス
テ
ー
ト

1

1

「
花
旗
国
」「
花
旗
」
が
多
用
さ
れ
、今
日
の
よ
う
な
「
米
」「
ア
メ
リ
カ
」
は
少
な

い
。「
花
旗
」
は
中
国
語
「
華
旗
」
の
「
美
し
い
旗
、
彩
旗
」
の
意
が
拡
張
し
、〈
ア

メ
リ
カ
〉
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
語
で
あ
る
。
以
下
の
本
文
に
は
広
東
人
が
米
国
船
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に
星
条
旗
を
挿
し
て
い
る
の
を
見
て
〈
ア
メ
リ
カ
〉
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
の
参

考
書
の
注
記
を
加
え
て
い
る
（
当
該
箇
所
に
波
線
を
付
す
）。

○  
花
旗
国
ハ
〈
海
国
図
志
云
、
因
船
插
星
旗
広
東
人
謂
之
花
旗
〉
北
亜
米
利
加

洲
中
ニ
ア
リ
テ
一
名
米
利
堅
国
ト
云
、
又
「
ウ
エ
ナ
イ
ト
ス
テ
ー
ト
」
ト
云

フ
、
合
衆
国
ト
云
義
ナ
リ
。（
巻
五　

一
四
六
頁
）

漢
学
に
長
け
た
玉
虫
ら
し
い
説
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、「
花
旗
国
」
は
当
時
一
般
的

に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
。『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
（
以
下
、『
日
国
』）』
に
は
、

「
花
旗
」「
花
旗
国
」
で
〈
ア
メ
リ
カ
〉
を
指
す
例
と
し
て
『
航
米
日
録
』
が
採
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
米
利
堅
」
は
、『
幕
末
御
触
書
集
成
』（
安
政
元
年
）
の
三
月
三
日

「
日
本
国
米
利
堅
合
衆
国
和
親
条
約
」と
い
う
記
載
の
次
に
先
の
引
用
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

「
花
旗
」「
米
利
堅
」
は
い
ず
れ
も
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
い
つ
頃
使
用
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
米
利
堅
」
に
は
「
凡
有
約
之
國
十
有

六
、
曰
、
米
利
堅
。〔
注
〕
一
作
亞
美
理
駕
合
衆
國
。（
淸
會
典
、
總
理
各
國
事
務
衙
門
）

の
例
が
あ
る
。
總
理
各
國
事
務
衙
門
は
清
朝
後
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、『
航
米
日

録
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
資
料
で
あ
る
。
な
お
「
花
旗
国
」「
花
旗
」
で
は
意
味
の
み
を

挙
げ
、
用
例
は
な
い
。『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
、『
航
米
日
録
』
よ
り
か
な
り
後
の
用

例
を
載
せ
て
い
る
。
な
お
、「
米
利
堅
」
はA

m
erican

の
音
を
漢
字
に
当
て
た
と
思

わ
れ
、
外
国
地
名
の
中
国
語
化
の
工
夫
が
う
か
が
え
興
味
深
い
。

と
こ
ろ
で
〈
ア
メ
リ
カ
〉
の
表
記
で
あ
る
が
、『
航
米
日
録
』
で
は
「
花
旗
国
」「
花

旗
」
の
使
用
が
目
立
つ
が
、
同
船
し
た
森
田
岡
太
郎
『
亜
行
日
記
』
に
は
「
亜
国
」

「
米
国
」
等
が
あ
る
。
詳
細
な
調
査
は
別
稿
に
期
す
が
、他
の
同
船
し
た
人
々
の
報
告

書
を
見
て
も
「
米
」「
亜
」
を
多
用
し
て
い
る
。
当
時
は
正
書
法
が
な
く
、ゆ
れ
が
生

じ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
玉
虫
は
一
貫
し
て
「
花
旗
」
を
用
い
る
。

こ
こ
か
ら
も
玉
虫
の
書
記
姿
勢
が
う
か
が
え
よ
う
。
漢
学
の
才
が
高
い
玉
虫
は
「
米

利
堅
」「
亜
米
利
加
」
で
は
な
く
、「
花
旗
」
が
彼
の
使
用
語
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

六　

漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
で
ル
ビ
の
あ
り

漢
字
・
片
仮
名
の
両
表
記
が
あ
り
、
か
つ
ル
ビ
の
付
さ
れ
た
地
名
は
二
つ
で
あ
る
。

〈
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
〉「
散
汎
思
斯
哥
」（
サ
ン
フ
ラ
ン
ス
シ
コ
）
一
、「
サ
ン
フ
ラ

ン
ス
シ
コ
」
十
八
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
二
、〈
フ
ロ
リ
ダ
〉「
花
地
」（
フ
ロ
リ

タ
）
一
、「
フ
ロ
リ
タ
」
二

〈
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
〉

○  

十
六
日　

晴
雨
不
定
、
南
東
風　

朝
快
晴
、
巳
後
忽
チ
雨
来
ル
。
午
後
解
纜
、

サ
ン
フ
ラ
ン
ス
シ
コ
港
迠
又
来
路
ヨ
リ
駛
ル
。
解
纜
ノ
節
ホ
ー
ハ
タ
ン
ニ
テ

祝
声
ヲ
挙
ゲ
発
砲
セ
ズ
、
唯
浮
砲
台
ニ
テ
発
ス
ル
ノ
ミ
。
サ
ン
フ
ラ
ン
ス
シ

コ
港
下
碇
。
花
旗
人
食
料
ヲ
積
ム
。
夜
快
晴
、
月
光
嬋
娟
タ
リ
。
○
寒
暖
計

五
十
四
度

散サ
ン
フ
ラ
ン
ス
シ
コ

汎
思
斯
哥
形
成
（
題
目
）

　

  

此
都
府
ハ
合
衆
国
ノ
西
岸
ニ
ア
ル
新
カ
ル
ホ
ル
ニ
ヤ
部
ノ
港
ナ
リ
。（
巻
二　

五
四
頁
）

〈
フ
ロ
リ
ダ
〉

○  

十
五
日　

晴
、
東
風　

又
東
北
ノ
中
心
ニ
向
フ
。
波
濤
穏
ナ
ル
コ
ト
前
日
ニ

異
ナ
ラ
ズ
。
午
牌
花
旗
国
船
一
艘
ロ
ー
ノ
ツ
ケ
ノ
右
ヲ
過
ギ
、
互
ニ
船
号
ヲ

称
シ
テ
各
礼
ヲ
ナ
シ
テ
駛
ル
。
又
北
方
ニ
当
リ
、
米
利
堅
ノ
内
、
花フ

ロ

地リ
タ

近
島

セ
イ
ベ
ロ
ト
云
フ
処
ノ
燈
火
台
遙
ニ
見
ユ
。
其
高
サ
百
五
十
四
フ
ー
ト
ト
云

フ
。
是
ヲ
過
ギ
、
一
時
許
ニ
シ
テ
フ
ロ
リ
タ
岬
ヲ
過
グ
。（
巻
三　

八
五
頁
）

「
散
汎
思
斯
哥
」
は
題
目
に
の
み
見
え
、
他
は
「
サ
ン
フ
ラ
ン
ス
シ
コ
」「
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
（「
海
陸
里
数
」
内
の
二
例
の
み
。
参
考
書
を
参
照
か
）」
で
あ
る
。
前
節
で
述

べ
た
よ
う
に
、
題
目
に
は
漢
字
、
そ
の
他
は
片
仮
名
表
記
を
し
て
い
る
点
は
同
様
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」「
サ
ン
フ
ラ
ン
ス
シ
コ
」
の
シ
と
ス
の
混

同
が
目
立
つ⑯
。ル
ビ
も
同
じ
よ
う
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
ズ
ー
ズ
ー
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弁
的
特
徴
で
あ
る
。
ズ
ー
ズ
ー
弁
は
東
北
地
方
に
顕
著
で
あ
り
、
特
に
北
奥
方
言
に

強
い
と
さ
れ
て
お
り
、
典
型
と
し
て
シ
と
ス
、
チ
と
ツ
の
混
同
が
挙
げ
ら
れ
る
。
玉

虫
が
生
育
し
た
の
は
仙
台
（
南
奥
）
で
あ
る
が
、シ
と
ス
の
発
音
の
混
同
が
表
記
に
反

映
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
シ
と
ス
の
混
同
し
た
地
名
と
し
て
は
他
に〈
ス
マ
ト
ラ
〉

「
シ
モ
タ
ラ
」「
ス
モ
タ
ラ
」
が
あ
る
。

こ
の
他
、
東
北
弁
的
特
徴
と
し
て
「
イ
」
類
と
「
エ
」
類
の
混
同
も
わ
ず
か
だ
が

見
え
る
。〈
○
＋
ア
イ
ラ
ン
ド
〉
を
「
ア
イ
ラ
ン
ト
」「
ア
エ
ラ
ン
ト
」
と
ゆ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
エ
の
発
音
が
イ
に
近
い
た
め
区
別
が
曖
昧
と
な
る
東
北
弁
に
顕
著
な

事
例
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

さ
て
、
五
節
に
述
べ
た
表
記
関
す
る
工
夫
が
〈
フ
ロ
リ
ダ
〉
に
見
え
る
。
前
節
の

ル
ビ
な
し
の
語
の
〈
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〉
に
「
新
約
克
」、「
新
約
」
を
当
て
て
い
る
。

こ
の
他
の
「
ニ
ュ
ー
」
の
付
く
〈
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ナ
ダ
〉〈
ニ
ュ
ー
ケ
ル
ケ
チ
〉
で
も

「
新
」
を
用
い
る⑰
。
ま
た
〈
フ
ロ
リ
ダ
〉
は
「
花
地
」
と
記
す
。
こ
れ
は
原
音n

ew

、

類
似
音flow

er

の
英
訳
の
漢
字
を
当
て
た
と
も
推
測
で
き
る
。
な
お
〈
フ
ロ
リ
ダ

（
タ
）〉
の
音
を
考
え
る
と
「
他
」
と
記
す
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
が
、
偏
を
誤
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。
前
節
に
取
り
あ
げ
た
ハ
行
の
地
名
で
玉
虫
は
近
い
母
音
の
ハ
行
音

を
当
て
て
い
た
が
、
こ
の
ふ
た
つ
の
地
名
に
関
し
て
は
英
訳
と
い
う
手
法
を
用
い
た

可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
が
、
玉
虫
の
日
本
語
に
無
い
書

記
の
工
夫
、
苦
労
が
か
い
ま
見
え
る
。

さ
て
、
漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
の
地
名
を
見
る
と
、
四
節
の
片
仮
名
の
み
の
地
名

と
は
異
な
り
、
国
名
、
都
市
名
、
滞
在
し
た
都
市
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら

の
地
域
は
玉
虫
が
参
考
書
、
訳
書
を
用
い
て
説
明
を
補
っ
て
お
り
、
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
る
。
そ
の
た
め
使
用
数
、
異
形
式
と
も
に
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
航
米
日
録
』
に
お
け
る
外
国
地
名
表
記
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ
し
て
玉

虫
の
発
音
特
徴
を
知
る
手
が
か
り
の
あ
る
こ
と
、
拗
音
を
は
じ
め
と
す
る
表
記
の
工

夫
か
ら
彼
の
書
記
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。 

漢
字
の
み
、
片
仮
名
の
み
の
表
記
が
認
知

度
の
高
低
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
の
場
合
、

表
題
は
漢
字
、
本
文
は
片
仮
名
と
い
う
書
き
分
け
の
意
識
が
あ
り
、
か
つ
関
心
が
高

く
参
考
書
の
説
明
を
補
っ
た
結
果
、異
形
式
が
多
く
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

〈
ア
メ
リ
カ
〉に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
表
記
に
も
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
の
予
測
を

述
べ
た
。
さ
ら
に
、
長
音
、「
イ
」
と
「
ヰ
」
の
書
き
分
け
の
区
別
、
東
北
弁
的
特
徴

の
「
イ
」
類
と
「
エ
」
類
の
混
同
に
つ
い
て
も
、
彼
の
発
音
特
徴
、
表
記
特
徴
か
ら

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
彼
が
参
考
に
し
た
資
料
、
当
時
の
地
図
、
海
図
を
は

じ
め
と
す
る
洋
学
資
料
、
ま
た
同
行
し
た
人
々
の
記
し
た
資
料
と
の
比
較
・
検
証
が

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注①　
玉
虫
は
仙
台
伊
達
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
る
。
藩
校
養
賢
堂
で
学
び
、ま
た
藩
儒
斎
藤

真
典
に
儒
学
を
修
し
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
脱
藩
し
、江
戸
に
赴
き
大
学

頭
林
復
斎
に
学
ぶ
。
こ
の
間
に
の
ち
に
外
国
奉
行
に
な
る
堀
利
煕
と
親
交
を
深
め
、堀

が
箱
館
奉
行
に
着
任
し
た
際
（
安
政
元
年
）、
玉
虫
は
『
改
正
蝦
夷
全
図
』
を
出
版
す

る
。
安
政
四
年
に
は
堀
に
随
行
し
、
約
半
年
間
、
蝦
夷
巡
視
を
行
い
、『
入
北
記
』
を

記
し
た
。
こ
の
記
録
は
一
日
も
欠
か
さ
ず
毎
日
行
わ
れ
た
。
玉
虫
の
記
録
に
関
し
て

は
、「
多
岐
に
わ
た
っ
て
詳
し
い
見
聞
・
観
察
と
そ
れ
に
対
す
る
所
見
が
盛
ら
れ
そ
の

観
察
力
と
記
録
の
克
明
な
詳
細
な
こ
と
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
観
察
力
と
と
も

に
、
そ
の
観
察
の
結
果
を
詳
細
に
記
録
す
る
根
気
と
筆
力
、
し
か
も
そ
れ
を
困
難
な
旅

行
の
間
に
短
時
間
に
ま
と
め
て
行
く
筆
忠
実
さ
、そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
航
米
日
録
に
見

え
る
特
性
で
あ
る
」（
日
本
思
想
大
系
、
沼
田
次
郎
氏
解
説
、
五
五
二
頁
）
と
述
べ
る

と
お
り
、
記
録
能
力
が
非
常
に
高
い
。
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②　

巻
一
〜
七
ま
で
は
旅
程
に
沿
っ
た
記
述
で
あ
る
の
に
対
し
、
巻
八
は
「
秘
書
」
と

し
、
旅
行
中
の
感
想
、
所
見
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
性
格
が
大
き
く
異
な
る
。
こ
の

た
め
、
本
稿
で
は
巻
八
を
考
察
対
象
か
ら
除
く
。
な
お
、
引
用
本
文
は
沼
田
次
郎
氏
校

注
の
日
本
思
想
大
系
所
収
の
本
文
に
よ
っ
た
。
日
本
思
想
大
系
の
本
文
は
、外
国
の
地

名
な
ど
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
清
濁
は
す
べ
て
底
本
（
巻
一
・
二
・
四
・
六

は
玉
虫
家
所
蔵
本
、
巻
三
・
五
・
七
は
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
本
）
ど
お
り
と
し
て
お
り
、

外
国
地
名
表
記
を
考
察
す
る
の
に
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

③　

こ
の
時
期
は
西
洋
文
化
の
導
入
に
よ
り
、日
本
語
の
語
彙
面
を
中
心
に
大
き
な
変
化

が
あ
っ
た
。
多
く
の
外
来
語
、
翻
訳
語
が
導
入
さ
れ
、
今
日
の
日
本
語
の
文
化
的
な
面

の
基
礎
が
で
き
た
。
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
の
訳
語
研
究
は
、
盛
岡
健
二

（
一
九
九
一
）『
改
訂
近
代
語
の
成
立
―
語
彙
編
―
』（
明
治
書
院
）
が
あ
る
。『
航
米
日

録
』
に
お
け
る
語
彙
に
関
す
る
考
察
は
浅
野
（
二
○
一
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④　

沼
田
氏
に
よ
る
と
、玉
虫
は
帰
朝
後
の
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
藩
主
に
帰
国
の

報
告
を
行
い
、
賞
賜
を
得
た
と
し
、
こ
の
時
に
献
上
し
た
本
が
「
早
稲
田
大
学
図
書
館

現
蔵
の
航
米
日
録
は
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、何
分
に
も
端
本
で
確
証

は
な
い
（
五
五
七
頁
）」
と
述
べ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
は
「「
伊
達
菊
重
郎
図

書
之
印
」「
伊
達
朝
宗
蔵
書
」
と
刻
し
た
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、

伊
達
家
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。（
中
略
）
遺
憾
な
が
ら
巻
一
か
ら
巻

三
ま
で
を
含
む
一
冊
だ
け
で
、
完
本
で
な
い
（
五
六
○
頁
）」
と
も
述
べ
る
。
大
系
本

と
比
較
す
る
と
、
半
丁
抜
け
る
、
振
り
仮
名
の
有
無
、
字
体
の
異
な
り
、
書
き
入
れ
等

が
散
見
さ
れ
る
。
外
国
地
名
で
は
、〈
フ
ラ
ン
ス
〉
に
「
佛
」
を
当
て
（
大
系
本
で
は

「
仏
」）、〈
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
〉
に
「
尼
」、〈
イ
ス
パ
ニ
ア
〉
に
「

」「

」
を
用
い

る
（
大
系
本
で
は
前
者
は
「
厄
」、
後
者
「
尼
」）。
他
の
諸
本
と
の
比
較
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

⑤　
「
ウ
ウ
ヰ
島
」〈
マ
ウ
イ
島
〉、「
ブ
ラ
シ
ユ
ル
国
」〈
ブ
ラ
ジ
ル
〉
の
よ
う
な
片
仮
名

＋
漢
字
形
式
、お
よ
び
「
上
ゴ
イ
ネ
ヤ
」〈
北
ガ
ー
ナ
〉「
南
ア
メ
リ
カ
」
の
漢
字
＋
片

仮
名
形
式
が
五
三
種
七
○
例
あ
る
が
、前
者
は
「
〜
島
」「
〜
川
（
河
）」「
〜
海
」「
〜

国
」「
〜
港
」
が
後
接
、
後
者
は
「
東
西
南
北
〜
」
が
上
接
し
、
漢
字
が
接
辞
に
相
当

す
る
。
本
稿
は
玉
虫
の
記
述
態
度
を
考
察
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
漢
字
部
分
を
除
き
、

地
名
の
片
仮
名
表
記
の
み
に
着
目
し
、
片
仮
名
表
記
の
み
、
漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
に

区
分
し
た
。

⑥　

本
来
『
航
米
日
録
』
の
外
国
地
名
表
記
を
考
察
す
る
場
合
、使
用
数
一
例
の
も
の
も

考
察
対
象
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、本
稿
は
ひ
と
ま
ず
二
例
以
上
の
形
式
で
ゆ
れ
が

あ
る
か
否
か
を
検
証
し
、
玉
虫
の
言
語
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

⑦　

佐
伯
（
一
九
八
九
）
四
五
頁
。

⑧　

簡
略
表
記
は
五
節
に
再
度
述
べ
る
。

⑨　

二
四
三
頁
の
頭
注
に
も
同
内
容
の
記
載
が
あ
る
。

⑩　

佐
野
鼎
は
勘
定
組
頭
普
請
役
益
頭
尚
俊
の
従
者
で
あ
る
。
宮
永
（
二
○
○
五
）
に
よ

る
と
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
の
中
で
ア
メ
リ
カ
の
地
図
、
海
図
等
を
よ
く
眺
め
、
ま
た
英
語

の
本
を
熱
心
に
読
み
、あ
ま
り
出
歩
か
ず
に
友
人
と
話
し
て
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
玉
虫
も
佐
野
も
従
者
と
い
う
身
分
で
あ
り
、随
員
と
し
て
各
所
を
見
学

す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
異
人
と
の
交
流
も
自
由
な
外
出
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
互

い
の
英
書
等
を
見
せ
合
い
、
話
し
合
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
内
容
だ
け
で
な

く
表
記
に
お
い
て
も
影
響
が
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。

⑪　

巻
六
、一
八
一
〜
一
八
三
頁
。

⑫　

当
時
、
長
崎
貿
易
を
通
じ
、
他
国
と
の
交
流
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
が
用
い
ら
れ
た
。
宮

永
（
二
○
○
五
）
に
よ
る
と
、万
延
元
年
使
節
団
が
持
参
し
た
日
米
修
好
通
商
条
約
批

准
書
は
日
本
語
で
書
か
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
添
え
て
あ
る
と
い
う
（
一
二
九
頁
）。

当
時
欧
米
と
の
交
渉
や
文
書
に
お
い
て
も
オ
ラ
ン
ダ
語
が
用
い
ら
れ
、英
語
の
導
入
は

も
う
少
し
後
に
な
る
。

⑬　

佐
伯
（
一
九
八
九
）
四
九
頁
。

⑭　
〈
ア
メ
リ
カ
〉
の
表
記
に
関
し
て
は
後
述
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
用
例
数
を
省
略
す

る
。

⑮　
「
米
国
」
は
調
査
範
囲
で
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
巻
八
に
一
例
あ
る
。

　

○  

第
十
四
ハ
、新
銀
一
分
ト
云
フ
。
此
モ
使
節
齎
来
セ
リ
。
此
貨
モ
往
時
ノ
一
分
ト
同

様
ノ
量
ア
リ
、
即
チ
百
三
十
四
ケ
レ
イ
ン
半
ア
リ
。
然
リ
ト
雖
ド
モ
、
千
分
ノ

八
百
九
十
分
純
銀
ア
リ
。
之
レ
米
国
製
貨
ノ
定
則
九
百
分
ニ
稍
近
シ
。
其
価
三
十
三

セ
ン
ト
二
分
八
ニ
当
ル
。（
二
四
五
頁
）

⑯　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
で
は
巻
一
は
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」、巻
二
は
全
て
「
サ

ン
フ
ラ
ン
ス
シ
コ
」で
あ
る
。
ル
ビ
も
大
系
本
と
同
じ
く「
サ
ン
フ
ラ
ン
ス
シ
コ
」で
、

玉
虫
が
シ
と
ス
を
混
同
し
て
い
た
点
は
こ
こ
で
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。



三
〇
四

822

⑰　
〈
ニ
ュ
ー
〉
音
を
「
新
」
で
は
な
く
、
片
仮
名
表
記
す
る
も
の
も
あ
る
。「
ニ
ー
ジ

ヨ
ー
セ
ー
」〈
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
〉、「
ニ
ウ
ヲ
ル
レ
ン
ス
」〈
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
〉、「
ニ
ー

メ
キ
シ
コ
」〈
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
〉
等
が
あ
る
。
前
者
二
つ
は
片
仮
名
表
記
の
み
の
地

名
、
最
後
の
地
名
の
み
漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
の
地
名
で
あ
る
。
漢
字+

片
仮
名
表

記
に
お
い
て
「
新
カ
ル
ホ
ル
ニ
ヤ
」（
漢
字
・
片
仮
名
両
表
記
の
地
名
）
の
よ
う
に

「
新
」+
片
仮
名
も
一
例
の
み
存
す
る
。
ゆ
え
に
地
名
を
片
仮
名
表
記
す
る
場
合
は
片

仮
名
を
用
い
る
と
い
う
表
記
の
整
合
性
を
意
識
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
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